
水曜
（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

　

先
日
健
康
診
断
に
行
っ
た
の

で
す
が
、
や
は
り
受
け
る
前
は

緊
張
す
る
も
の
で
す
ね
。
ど
こ

か
悪
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
不
安
で
し

た
。
結
果
は
青
汁
を
毎
日
飲

み
続
け
て
い
る
成
果
な
の
か
、

昨
年
よ
り
も
良
い
結
果
で
少
し

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
一
段
と
寒
く
な
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
健
康
に

十
分
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
新

年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

１
カ
月
。
皆
さ
ん
の
今
年
の
一

番
の
思
い
出
は
、
何
で
す
か
？

　

私
は
、
広
報
ひ
ら
ど
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て「
広
報
紙
見

て
る
よ
」「
あ
の
写
真
キ
レ
イ

だ
っ
た
ね
」と
言
わ
れ
た
こ
と

で
す
ね
。
そ
れ
が
、
市
外
や

県
外
の
人
か
ら
も
言
わ
れ
た

り
し
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広

報
紙
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
瀧 伊

12月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
12月のイベントカレンダー
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広報ひらど

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

みんなが日ごろ払っている税金が
どんなことに使われているのかを学んでみよう!

特集

平戸の財政状況

H
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広
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ひ
ら
ど
　
平
成
29年

12月
号

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●B型肝炎医療講演会
（アルカスSASEBO）
14：00 ～
●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●平戸・九十九島地
区パークボランティ
ア募集開始（～ 1月
31日）

●平戸市空家等対策
計画案（パブリック
コメント）の募集開
始（～ 28日）

●平戸サイレントクリ
スマス（平戸ザビエル記
念教会ほか）（～25日）

●乳幼児への育児用
品貸出申請開始（～
14日）

●光のフェスタ2017
（県立田平公園）18：
00～（～１月８）

●クリスマスお楽しみ
会（ふれあいセンター
児童室）10：00～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00～

●特設人権相談所
（大島村公民館）10：
00～

●特設人権相談所
（本庁３階会議室・
田平支所１階・生月
船員福祉会館）10：
00～

●女性のためのお仕
事相談会（本庁３階
会議室）10：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●定置網の歴史と文
化を探る（生月町中
央公民館）12：30～

●おはなし会（平戸
図書館おはなしの部
屋）14：00～

●みんなでシネマ
（COLAS平戸ホール）
14：00～

●ライブラリーコンサー
ト（COLAS平戸ホール）
19：00～

●よろず相談会（田平
町民センター音楽室）
９：30～ 17：00

●年金相談（市役所本
庁3階会議室）10：00 
～ 15：00

●年金相談（市役所本
庁3階会議室）10：00 
～ 15：00

●消費生活巡回相談
南部地区（多目的研修
セ ン タ ー）13：00～
15：00

●光インターネット
サービス説明会（ふれ
愛センター度島）18：
30～

●光インターネット
サービス説明会（大島
村公民館）18：30～

●光インターネット
サービス説明会（多目
的研修センター）18：
30～ ●消費生活巡回相談

生月地区（舘浦出張所）
13：00～15：00

●消費生活巡回相談
田平地区（田平支所１
階会議室３）13：00～
15：00

●平戸市職員採用試験
募集期限
●ハローワークin平
戸市（平戸文化セン
ター会議室C）10：00
～ 16：00

●ハローワークin平
戸市（平戸文化セン
ター会議室C）10：00
～ 16：00

●個別創業相談会（市
役所本庁２階商工物産
課）10：00～ 16：00

●個別創業相談会（市
役所本庁２階商工物産
課）10：00～ 16：00

●若者応援相談会in
平戸（市役所本庁３
階C会 議 室）13：00
～ 14：30

●休日ごみ等受入日●休日ごみ等受入日●高次機能障害家族
の集い（県北保健所）
13：30～

11月２１日、田平南小学校行われた租税教室にお
いて、税金の仕組みや平戸市でどのような事業に
使われているのかを説明しました。



火災救急件数

31件（32件）

1,458件（1,339件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
平成29年10月末現在平成29年10月末現在

66件（50件）

  １人（０人）

87人（83人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎内線2313問

人口の動き

■男　性　15,082人（－10人）

■女　性　17,074人（－20人）

■世帯数　14,149戸（－12戸）

※（　）は、前月との比較

■総人口　    32,156人（－30人）

　平戸地区     18,635人（－30人）

　生月地区       5,571人（－10人）

　田平地区       6,853人（11人）

　大島地区       1,097人（－１人）

平成29年11月１日現在

市民課戸籍住民班　☎内線2523問
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９夢に向かって羽ばたけ

俵屋健太郎 さん

平戸中学校

大久保町

たわらや       けんたろう

２年

部活動は、小学2
年生のときから続
けている空手道。
部活に道場にと、
大会での上位進
出を目指し奮闘中。

『主人を越える漁師に』

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

　漁師になりたいということですが、いろんな人の話を聞いて、
多くの知識を漁師の仕事に生かしてほしいです。
　そして途中で投げ出すことなく、夢に向かって1つのことをや
り遂げ、将来は主人を越えるような漁師になってほしいと願って
います。

応援団
からの

一言

母・恵美  さん

祖
父
、父
に
負
け
な
い
く
ら
い
の

　
　
　
　
　
立
派
な
漁
師
に
な
り
た
い

目次・暮らしのてびきが完成・人口の動き
・交通事故件数・火災救急件数

夢に向かって羽ばたけ

特集

平戸の財政状況

市長三期目の抱負

秋の叙勲ほか

弾道ミサイル落下時の行動

そうだ図書館へ行こう

今月のレシピ・私のまちの宝探し

高齢者の通いの場訪問

市民総合相談室・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がここに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー
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　Ｐ３

Ｐ４～Ｐ11
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広報ひらど

が
、
と
て
も
き
つ
く
、
す
ご
く
大
変

で
し
た
。
け
ど
、
大
漁
だ
っ
た
と
き

は
、
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
く
ら
い
う
れ

し
い
ん
で
す
よ
」と
話
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た「
そ
ん
な
大
変
な
仕
事
を

し
て
い
る
祖
父
や
父
は
本
当
に
す
ご

い
と
思
い
ま
す
」と
家
族
に
対
す
る
尊

敬
の
言
葉
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
趣
味
の
話
を
聞
く
と「
釣
り
で
す
」

と
即
答
し
ま
す
。「
家
の
前
が
海
な

の
で
、
暇
が
あ
る
と
釣
り
に
行
き
ま

す
。
釣
り
を
し
て
い
る
と
き
は
本
当

に
楽
し
い
で
す
」と
根
っ
か
ら
の
海
好

き
な一面
が
垣
間
見
え
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
の
恵
美
さ
ん
は「
現
在

は
義
父
、
夫
の
２
世
代
で
漁
を
や
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
２
人
の
背
中

を
見
て
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
息

子
が
将
来
子
ど
も
を
授
か
っ
た
ら
、

そ
の
子
ど
も
か
ら『
お
父
さ
ん
の
よ
う

な
漁
師
に
な
り
た
い
』と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
最
後
に「
祖
父
と
父
に
負
け
な
い

く
ら
い
の
立
派
な
漁
師
に
な
り
た
い
」

と
宣
言
す
る
姿
に
、
漁
師
の
大
先
輩

で
あ
る
２
人
を
目
標
と
し
て
頑
張
っ

て
い
く
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ら
そ
ん
な
家
族
が
海
で
働
く
姿
を
見

て
、
小
学
生
の
時
に
は「
僕
も
い
ず
れ

は
漁
師
に
な
る
」と
決
め
て
い
た
そ
う

で
す
。「
現
在
は
あ
ま
り
手
伝
い
は
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
学
生
の
こ
ろ

は
よ
く
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

た
ま
に
漁
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し
た

　
　
　
久
保
町
の
幸
ノ
浦
地
区
で
、

　
　
　
家
業
で
あ
る
漁
師
の
手
伝
い

を
す
る
俵
屋
健
太
郎
さ
ん
。
５
人
兄

弟
の
長
男
で
す
。

　
俵
屋
家
は
、
お
じ
い
さ
ん
も
お
父

さ
ん
も
漁
師
と
い
う
生
粋
の
漁
師
一

家
。
健
太
郎
さ
ん
は
小
さ
い
こ
ろ
か

大

「暮らしのてびき」が完成

　平戸市と（株）サイネックスとで官民協働
事業で進めていました「暮らしのてびき」が
完成しました。
　このてびきは自然や観光、歴史といった
本市の素晴らしい魅力の紹介のほか、市役
所の各種手続きや福祉・子育て・環境など
行政情報の紹介、災害の際の緊急連絡先、
医療機関の案内といった地域情報など、皆
さんの暮らしに役立つ情報を１冊にまとめま
した。多くの情報がありますが、写真やイラ
スト、図表を上手く活用し整理することで、
読みやすいのはもちろん、必要な情報が探
しやすい冊子となっています。
　12月上旬から下旬にかけて、順次配達し
ていきますので、市民の皆さんの手元に置
いて、毎日の生活の中で活用していただけ
ればと思います。

人事課秘書広報班　☎内線2323問

めぐみ



一般会計収入一般会計支出

◎収入の内訳グラフ

自主財源（
25.2％

）273億
6,600万円

収入合計

地方交付税
111億4,233万円 

（40.7％）

市税
27億7,199万円
（10.1％）

国庫支出金
29億7,928万円
（10.9％）

市債
33億7,290万円
（12.4%）

県支出金
21億2,852万円
（7.8%）

地方譲与税など
８億3,574万円（3.0%）

寄附金　
16億5,474万円
（6.1％）

使用料・手数料など
24億8,050万円
（9.0％）　

　
　
依
存財源（74.8％）　
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  歳入決算額は273億6,600万円で、前年度と比較して
5.3％の減少となっています。減少の主な要因としては、平
成26年度から大きく増加した「やらんば！平戸」応援寄附
金が、全国的な「ふるさと納税」ブームにより自治体間の競
争が激化したことなどにより大きく減少したことや、平成
28年度から始まった合併算定替措置による普通交付税の縮
減や臨時財政対策債の減少によるものが主な要因です。
　また、このうち市税などの自主財源は全体の25.2％、地
方交付税などの依存財源は74.8％を占めており、地方交付
税などに大きく依存した構造となっております。

市の自主財源は25.2％

決 算 報 告

平成28年度の一般会計の決算額は、
収入が273億6,600万円、支出が
268億960万円となり、平成29
年度への繰越事業の財源を差し引
いた実質収支は３億9,040万円の
黒字となりました。

３億9,040万円の黒字決算

　歳出決算額は268億960万円で、前年度に比べ
て5.2％の減少となっています。主な要因としては、
投資的経費の減少のほか、「やらんば！平戸」応援
寄附金が前年度を大きく下回ったことに伴う積立
金や物件費（寄附に対する返礼品など）の減少、義
務的経費である扶助費の臨時福祉給付金給付事業
の増加などが大きく影響しています。

区　分 増減率金　額
■市税の内訳

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入 湯 税

3.0％
△0.3％
15.7％
△3.5％
1.6％

△11.6％
1.3％

11億4,561万円
12億2,380万円
1億1,403万円
2億1,832万円
4,707万円
2,316万円

27億7,199万円

■支出の目的別経費の内訳

■市民1人当たりの額

歳出の説明

市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。
今回は、平成28年度決算の概要と平成29年度上半期の執行状況
についてお知らせします。　　　  　 企画財政課財政班　☎内線2344

歳入の説明

◎決算の状況（一般会計）

収 入 総 額

支 出 総 額

差 引 額

翌年度に繰越すべき財源

実 質 収 支

区　分

273億6,600万円

268億　960万円

5億5,640万円

１億6,600万円

３億9,040万円

平成28年度

289億1,172万円

282億8,051万円

6億3,121万円

1億3,615万円

4億9,506万円

平成27年度

△15億4,572万円

△14億7,091万円

△7,481万円

2,985万円

△ １億　466万円

対前年度増減額

合　 計

◎支出の内訳グラフ（性質別）

平戸の財政状況

昨年度支出した額を、市民１人当たりの金額
で算出すると

公債費
40億1,364万円
（15.0%）

人件費
34億1,469万円
（12.7%）

扶助費
42億2,273万円
（15.8%）

補助費等
29億4,074万円
（11.0%）

物件費
32億2,156万円
（12.0%）

積立金　
20億3,177万円（7.6%）

その他　
7億686万円（2.6%）

普通建設事業費
42億9,060万円
（16.0%）災害復旧事業費

２億7,645万円
（1.0%）

投資的経費（17.0％）

任
意
的
経
費（
39
.5％
）

繰出金
16億9,056万円（6.3%）

義務的経費（
43.5％

）268億
　960万円

支出合計

総務費

市債償還（都市計画関係） 4,707万円

決算額区　　　分

鉱泉源の保護管理施設整備
観 光 施 設 の 整 備
観 光 振 興

575万円
158万円
1,583万円

都市計画税

入湯税

■目的税の使いみち※平成29年3月31日現在の人口で計算
8２万５,７75円を支出

問

民生費 公債費 衛生費 教育費 土木費 農林水産業費 消防費 商工費 その他
福祉事業などに
要する経費

借入金の返済に
要する経費

ごみ、し尿、病気
予防などに要する
経費

学校や図書館、文
化振興などに要す
る経費

道路・住宅整備な
どに要する経費

農林水産業の振興
に要する経費

消防・防災対策に
要する経費

商工業振興、観光
振興などに要する
経費

災害復旧、議会運
営、労働福祉事業
などに要する経費

管理事務全般、地域
振興などに要する経費
（ふるさと納税返礼
品を含む）

67億5,387万円 52億9,976万円 40億1,364万円 30億3,681万円 20億6,727万円 18億859万円 17億6,398万円 8億2,327万円 7億5,192万円 4億9,049万円



ーしごとをふやすプロジェクトー雇用の促進

中小企業者などの経営安定による地域経済の活性化を図
るため、中小企業者に対する融資制度や各種団体などへ
の支援を行うことにより事業活動の活性化を図りました。

中小企業振興対策事業・・・1億6,683万円

市内で新たに創業を行う人の支援を行うことにより、地域
経済の活性化と雇用の創出を図りました。

創業支援対策事業・・・5,258万円

市民団体に対し事業委託、補助金及び交付金を交付し、
団体の育成及び強化、市民が主体となったまちづくりを推
進しました。

協働によるまちづくり支援事業・・・2,055万円

大島駐在所へ常に獣医師を配置し緊急時にも対応できる
診療体制を確保し、大島地区の繁殖農家の事故などに対
する不安の解消および生産意欲の向上を図りました。

平戸地区家畜診療所大島駐在所等整備事業・・・1,664万円

「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界文化
遺産登録に向けた取り組みを行いました。

世界遺産登録推進事業・・・1,640万円

担い手の確保・育成、園芸振興、肉用牛振興を３つの柱
とし、就農研修や施設整備、繁殖雌牛や肥育素牛の導入
などに対する支援を行いました。

平戸式もうかる農業実現支援事業・・・3,718万円

ーしごとをのばすプロジェクトー 産業の振興

ーひとをそだてるプロジェクトー子育て支援

保育料を国が定める金額より下げたことと、減額の対象
となるきょうだい児の年齢制限を撤廃したことで、子育
て世帯の経済的負担の軽減を図りました。

保育料の軽減・・・1億3,408万円

子育て世帯の経済的負担軽減のため乳幼児から中学生・ひ
とり親家庭に対して医療費の助成を行いました。

福祉医療給付事業(児童福祉)・・・5,503万円

接種費用の助成、対象者への勧奨通知、県内の医療機
関で接種できる広域化事業、県外で接種した場合の償還
払いの実施などにより、地域内感染の予防を図りました。

予防接種事業・・・7,972万円

平成２８年度に
実施した主要な事業

平戸市は、平成27年度か
ら平成31年度までの５年

間を計画期間とし

た「平戸市総合戦略」を策
定し、人口減少抑制と地方

創生を図るため、

「しごと」「ひと」「まち」を
キーワードとした４つの基本

目標を設定し、そ

の目標の達成に向け各種事
業を推進しています。

平戸の財政状況

その他の主要な事業

移住者や定住者の新規住宅取得費や中古住宅の取得費
および改修費用などに対する補助を行いました。

市内火葬施設の集約化を図るため、収骨室や待合室など
の施設整備を行いました。

普通教室棟および特別教室棟の外壁・内装などの大規模
改造工事を行い、生徒の安心安全な教育環境の改善を図
りました。

鄭成功記念館の周辺環境充実化を目的として、山門、参
道整備を行いました。

ふるさと納税のＰＲや寄附者に対するお礼の品の発送など
を行いました。また、28年度の寄附額は16億5,284万
円となりました。

移住定住環境事業・・・2,142万円

平戸斎場施設整備事業・・・2億3,280万円

中部中学校校舎大規模改造事業・・・1億9,764万円鄭成功記念館山門整備事業・・・2,822万円

ふるさと応援寄附金推進事業・・・6億4,937万円

情報通信格差是正のため、民設民営方式にて光ファイ
バーの整備を行う事業者へ補助を行いました。

地域情報化基盤整備事業・・・２億7,890万円

胃・肺・大腸がん検診の65歳以上の人への受診料無料
化や、乳がん、子宮頸がん検診の対象者の見直しなどに
より、検診受診者数の増加を図りました。

がん検診事業・・・4,131万円

ーまちをつくるプロジェクトー 移住定住の促進

昨年度、平戸市が実施した事業の中から、今回は特に大きな事業（主要事業）をご紹介します。

重点Point!
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平戸の財政状況
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区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地
建 物
有価証券
基 金
債 権
出 資 金
出 捐 金

984万9,837㎡
25万6,534㎡
1,355万円

131億4,431万円
4億　188万円
6,468万円

1億　  14万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額
1億9,668万円
2億3,095万円
8億8,640万円
8,580万円
8,485万円
900万円

９億5,695万円
11億　286万円
24億8,147万円
1億7,532万円
1億9,891万円
3億5,902万円

4億4,921万円
5,988万円

7億7,059万円
4,228万円
8,049万円

0円

◎市債の残高
　（市民1人当たり105万825円）

◎一時借入金の状況
　平成29年９月30日現在は、
　　　　　　ありませんでした。

一般会計
水道事業 
病院事業
交通船事業 
国民健康保険（直診勘定）
農業集落排水事業
工業団地事業
合　計 

区　分 残　高
268億7,060万円
56億1,022万円
11億6,854万円

893万円
1,041万円
7,680万円
7,634万円

338億2,184万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
電気事業
駐車場事業
工業団地事業

区　分 予算現額 収入済額 支出済額
25億0,258万円

3,488万円
4,638万円

1億2,657万円
17億9,764万円

1,696万円
497万円
15万円
735万円
261万円
196万円
144万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

市 税
地 方 交 付 税
分担金・負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 附 金
市 債
そ の 他
収 入 合 計

27億5,019万円
104億9,900万円
1億8,654万円
29億2,532万円
23億7,720万円
20億　314万円
32億1,060万円
51億9,588万円
291億4,787万円

10億7,902万円
70億5,450万円

6,291万円
7億4,914万円
2億2,323万円
4億3,755万円

0円
10億3,156万円
106億3,791万円

71億1,697万円
68億1,218万円
27億1,148万円
19億8,349万円
22億9,606万円
18億3,157万円
38億1,886万円
25億7,726万円
291億4,787万円

12億3,585万円
24億7,738万円
11億5,201万円
3億4,983万円
3億7,055万円
7億2,803万円
14億7,899万円
9億8,799万円
87億8,063万円

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
支 出 合 計

58億9,169万円
7,711万円

1億　860万円
4億3,384万円
44億4,910万円

3,577万円
1,854万円
450万円
1,228万円
1,598万円
440万円

2億7,915万円

20億5,701万円
971万円
1,835万円

1億2,129万円
17億6,447万円

1,274万円
98万円
402万円
6万円

954万円
372万円
0万円

区　分区　分

ー
平
成
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年
度
上
半
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４
月
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月
）

収
入
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び
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出
の
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況
ー

（
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成
29
年
９
月
30
日
現
在
）

ー
平
成
29
年
度
上
半
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４
月
〜
９
月
）

収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

（
平
成
29
年
９
月
30
日
現
在
）

財政
指標

市債残高（全会計）

すべてにおいて判断基準内の財政状況

市債残高は5億7千万円の減少

■市債残高の推移

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

平成
27年度説　　　明

－
－

6.9％
－

－
－

7.5%
－

平成
28年度

国 の 基 準
早期健全化基準
（イエローカー
12.89%
17.89%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）
20.00%
30.00%
35.0%

国の基準

※比率が生じない場合は「－」と表示しています。

資金不足比率 公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

平成
27年度説　　　明 平成

26年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計 経営健全化基準（イエローカード）
水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と
資金不足比率

※特別会計とは･･･
　国民健康保険は国民健康保険税
で、介護保険は介護保険料でといっ
たように、特定の収入で特定の支
出を賄う仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは…
　民間企業と同じようにその仕事
自体に収益があり、その収益で支
出を賄う仕事をまとめた会計で
す。

収　入
支　出
収　入
支　出

10億2,764万円
9億2,965万円
９億6,347万円
12億4,438万円

収　入
支　出
収　入
支　出

2億　262万円
1億9,589万円

0円
2,638万円

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収　入
支　出
収　入
支　出

24億8,365万円
23億7,380万円
1億9,332万円
2億5,707万円

収益的収支

資本的収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）
国民健康保険
（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島
いさりびの里事業
電気事業
駐車場事業
工業団地事業

58億　780万円

6,311万円

1億　  18万円

4億2,112万円

42億2,550万円

3,093万円

1,233万円
747万円

1,246万円

1,553万円
519万円
5,564万円

58億　662万円

6,311万円

1億　  18万円

4億1,961万円

41億7,016万円

3,093万円

1,233万円
747万円

1,246万円

1,424万円
440万円
5,564万円

支　出収　入区　分

　市の借入金（借金）である市債残
高は、平成26年度に実施した大規
模な施設整備により一旦は増加に
転じましたが、繰上償還の実施な
どにより減少傾向にあります。
　今後も計画的な繰上償還の実施
によりさらなる財政の健全化に努
め、将来の公債費負担の軽減を図
ります。

平成19年に制定された「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律（財政健全化法）」により、毎年度、健全化判断比率などを算
定し、議会に報告するとともに市民の皆さんに公表しています。平成28年
度決算に基づく比率（指標）は、前年度と同様にいずれも国の基準（イエ
ローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況は、おおむね健
全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から実施している借
入金（市債）の繰上償還によるところが大きく影響しており、今後も行財政
改革の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。

　　※平成29年9月30日現在人口32,186人で計算

（年度）

（単位：億円）

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動により発生するすべての収入と支出

※資本的収支・・・施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
※収益的収支・・・経営活動によって発生するすべての収入と支出

交通船事業

病院事業

水道事業

執行
状況

特別
会計

企業
会計
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平戸の財政状況

今回は、平成29年3月に総務省が公表した市町村別決算状況調（平成27年度決算）をもと
に全国の自治体（全国都市790市、類似団体119市、県内都市13市）と比較した全国決
算番付（ランキング）で平戸市の財政状況をみていきましょう！
なお、番付表記については下記により記載しています。
横綱 1位、大関 ２位、関脇 ３位、小結 ４位、前頭 ５～ 42位、十両 43～ 70位、幕下 
71～ 190位、三段目 191～ 390位、序二段 391～ 590位、序の口 591～ 790位

※比率が高い方が上位※金額が多い方が上位

　平成27年度決算における全国都市ランキングをみて
みると、歳入については、自主財源比率で790団体中
703番目、財政力指数は773番目、人口一人あたり市
税は774番目と、全国の都市と比較して自主財源が少
ない状況です。一方、歳出では普通建設費比率は197
番目（県内では3番目）と比較的高く、積極的に施設整
備などに投資を行っています。また、実質公債費比率な
どの抑制を図るため、市債の繰上償還を実施しているこ
とにより、前年度と比較すると実質公債費比率は345
位から324位と順位も上昇しております。
　平成27年10月に実施された国勢調査の最終結果
（確定値）では、本市の人口は31,920人で、平成22年
10月実施と比較すると2,985人（8.55％）と大きく減少
しています。
　人口減少の抑制が課題である本市では、現在実施し
ている総合戦略に基づいた抑制対策を成果のあるもの
とするために、今以上の戦略的な取組を推進することと、
またその財源「『やらんば！平戸』応援寄附金」（ふるさと
納税）を積極的に活用しながら、経常収支比率等の抑制
と併せ今後も「ふるさと納税」をはじめ新たな財源（自主
財源）の確保についても努力していきます。

※比率が低いほうが上位 ※比率が高いほうが上位※比率が低いほうが上位

※比率が高い方が上位

（国勢調査H22 とH27の人口を比較）

（H28年度の総務省公表資料より）
（都道府県・市町村1,788団体が対象）

※金額が多い方が上位

※比率が低いほうが上位 ※ポイントが高いほうが上位

自主財源比率を家計にたとえると、自分の給料や貯金で、
どこまで生活費を賄える？

市税を家計にたとえると、自分の給料はどれくらい？

経常収支比率を家計にたとえると、家計の
エンゲル係数（食費の割合）はどのくらい？

実質公債費比率を家計にたとえると、家族全員の借金を合
計すると、毎月のローン返済は大丈夫かな？ 

財政力指数を家計にたとえると、生活費を自分の力でどれ
だけ稼げるかな？

義務的経費を家計にたとえると、家賃や
ローン、食費の割合はどのくらい？

普通建設費比率を家計にたとえると、家の
修理や増改築費の割合はどのくらい？



５つの理念を元に、次世代に誇れるまちづくりを進める
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ン
ジ
ン
」と
い
う
動
力
部
分
で
す
か

ら
、
最
も
重
要
な
内
容
で
す
。
い

く
ら
人
が
集
ま
っ
て
も
、
そ
こ
に

産
業
が
あ
り
生
活
を
支
え
る
基
盤

が
存
在
し
な
け
れ
ば
永
続
的
な
も

の
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
を
解
決
に
導

く
最
終
的
な
解
答
も
こ
の「
産
業

育
成
」に
尽
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
継
続
さ
れ

て
き
た
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
や
観
光
業
を
さ
ら
な
る
価
値

を
も
っ
て
伸
ば
し
、
あ
る
い
は
広

げ
て
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
可
能

性
を
生
み
出
す
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

５
．
自
ら
経
営
の
舵
を
切
る

　
船
は
ひ
と
た
び
港
を
離
れ
る
と
、

自
ら
の
動
力
に
加
え
風
向
き
や
潮

流
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
き
ま
す
が
、

絶
え
ず
そ
の
方
向
性
を
チ
ェッ
ク

し
気
象
条
件
や
航
路
の
確
認
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
船
は
難
破
し
ま

す
。

　
絶
え
ず
計
画
遂
行
に
関
し
て
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
し
か

る
べ
き
時
に
軌
道
修
正
を
行
う
な

ど
、
進
捗
管
理
や
速
度
調
整
が
必

い
視
点
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
可
欠

で
す
。
そ
う
し
た
外
部
の
仲
間
と

の
絆
を
よ
り
強
め
ま
す
。

３
．
魅
力
を
描
い
た
帆
を
あ
げ
る

　
計
画
を
立
案
し
、
施
策
や
予
算

を
用
意
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
市
民

の
皆
さ
ま
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
け

れ
ば「
絵
に
描
い
た
餅
」に
な
り
ま

す
。「
魅
力
あ
る
」と
い
う
こ
と
は
、

誰
も
が
賛
同
し
力
を
結
集
で
き
る

シ
ン
ボ
ル
と
な
ら
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
誰
も
が
目
に
し
た
そ

の
帆
が
風
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蓄
え
、
目
指
す
べ
き
目
標
に
向
か

う
原
動
力
に
し
て
い
く
た
め
に
は

「
魅
力
」と
い
う「
惹
き
つ
け
る
風
」

つ
ま
り「
時
代
の
ト
レ
ン
ド
」を
察

知
し
な
が
ら
、
平
戸
市
の
潜
在
力

（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）や
可
能
性
と
照

ら
し
合
わ
せ
、
こ
れ
を
磨
き
上
げ

て
い
く
こ
と
で
さ
ら
な
る
推
進
力

を
増
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

４
．
強
く
漕
ぎ
だ
す
産
業
を
つ

　
　
く
る

　
こ
の
こ
と
は
船
に
例
え
れ
ば「
エ

や
予
算
を
整
備
し
遂
行
さ
れ
ま
す

が
、
こ
こ
で
不
可
欠
な
の
は
、
そ

の
施
策
を
誰
が
、
誰
と
組
ん
で
実

施
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
担
い
手
と
な
る「
人
材
」が
重
要

な
の
で
す
。

　
す
で
に
生
涯
学
習
都
市
宣
言
を

し
て
い
る
本
市
は
、
地
域
や
あ
ら

ゆ
る
組
織
の
中
で
育
ま
れ
た
人
材

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
さ
ら
な
る
牽
引
力
を
も
っ
て
羽

ば
た
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
ま
ち
の
灯
台
を
灯
す
絆
を

　
　
紡
ぐ

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

個
々
人
の
絆
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
す
る
と
同
時
に
、
平
戸
へ
心
を

寄
せ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
応
援
団
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
を
し
て
く
だ
さ
る
市
外
居

住
者
、
そ
し
て
平
戸
市
と
と
も
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
、
あ
る
い

は
今
後
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
う
る

事
業
者
の
人
た
ち
と
の
連
携
を
よ

り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
つ
の
時
代
も
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

進
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
新
し

要
で
す
。「
誰
か
に
ま
か
せ
っ
き

り
」と
か「
そ
の
う
ち
検
討
す
る
」

と
い
う
姿
勢
で
は
方
向
を
見
失
っ

て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
改
革
に
は
い
つ
の
時
代

も
痛
み
が
伴
い
ま
す
。
決
し
て
現

状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
過
去

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
未
来
を
見

据
え
て「
今
な
に
が
で
き
る
か
」と

い
う
使
命
感
に
基
づ
い
て
改
革
マ

イ
ン
ド
を
胸
に
刻
み
続
け
な
が
ら

前
進
し
ま
す
。

次
世
代
に
誇
れ
る
平
戸
を
作
る

　
こ
の
５
つ
の
理
念
を
常
に
意
識

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆

さ
ま
と
対
話
す
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
総
合
計
画
の
理
念
と
、
私
自
身

の
政
治
姿
勢
を
こ
こ
に
改
め
て
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
々

の
政
策
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
次
代

に
誇
れ
る
平
戸
市
建
設
に
全
身
全

霊
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
を

三
期
目
の
節
目
に
当
た
っ
て
改
め

て
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

「
平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
」

こ
の
旗
印
の
も
と

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
践
す
る

三
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
黒
田
市
長
。

「
未
来
を
見
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
実
践
す
る
」

　11月８日、市議会議
場において、職員に三期
目の訓示を行う黒田市長。
　力強くこれからの展望
を語った。

Future Perspective

黒
田
市
長
が
描
く

　
こ
れ
か
ら
の
平
戸
市
の
展
望

三期目の抱負

ら
向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
、
第
二
次
平
戸
市

総
合
計
画
を「
平
戸
市
未
来
創
造

羅
針
盤
」と
名
づ
け
、
市
政
施
策

の
最
上
位
に
掲
げ
な
が
ら
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
実
践
へつ
な
げ

て
い
く
た
め
の
設
計
図
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

重
要
課
題
か
ら
浮
か
び
上
が
る
５

つ
の
理
念
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
未
来
の
羅
針
盤
と
な
る

　
　

人
を
つ
く
る

　
あ
ら
ゆ
る
施
策
は
行
政
が
条
例

ふ
る
さ
と
平
戸
の
活
性
化
を

　
私
は
、
10
月
15
日
に
告
示
さ
れ

ま
し
た
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

三
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

こ
れ
ま
で
二
期
８
年
間
に
お
け
る

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
ま
た
市
政
執
行
の
実
績
が
評

価
さ
れ
た
表
れ
で
あ
り
、
こ
の
勢

い
を
も
っ
て
さ
ら
に「
ふ
る
さ
と
平

戸
の
活
性
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
幅
広
い
期
待
と
信
任
で
あ

ろ
う
と
思
って
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
平
成
30
年
度
か
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【
平
戸
市
自
治
連
合
協
議
会
長
賞
】

　
平
松　
さ
み（
書
の
部
・
浦
の
町
）

【
平
戸
商
工
会
議
所
会
頭
賞
】

　
佛
田　
京
子（
書
の
部
・
職
人
町
）

【
平
戸
市
商
工
会
長
賞
】

　
森　
田
鶴
子（
書
の
部
・
生
月
町
）

【
長
崎
新
聞
社
賞
】

　
小
田　
凜
音（
工
の
部
・
平
戸
小
５
年
）

【
西
日
本
新
聞
社
賞
】

　
平
松　
碧
樹（
書
の
部
・
平
戸
中
２
年
）

【
読
売
新
聞
西
部
本
社
賞
】

　
大
石　
愛
仁（
画
の
部
・
田
平
中
３
年
）

【
平
戸
市
医
師
会
長
賞
】

　
上
野　
佳
江（
書
の
部
・
宮
の
町
）

【
平
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

　
田
渕　
龍
馬（
画
の
部
・
生
月
小
３
年
）

【
平
戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】　

　
横
尾　
紬
希（
画
の
部
・
大
島
小
２
年
）

【
奨
励
賞
】（
氏
名
の
み
・
順
不
同
）

　
田
中
徳
治
・
富
永
節
子
・
尼
﨑
愛
子
・

　
吉
木
逸
子
・
森
田
君
子
・
藤
澤
聖
子
・

　
辻
タ
ケ
子
・
平
野
和
子
・
大
鳥
居
和
子
・

　
長
嶋
久
美
子
・
尼
﨑
榮
・
調
由
有
子
・

　
吉
田
キ
ミ
・
針
尾
紅
瑠
実
・
大
浦
瑞
希
・

　
永
田
陽
樹
・
永
田
莉
子
・
鴨
川
紗
奈
・

　
野
上 

到
志
・
横
田
茜
・
吉
本
涼
真
・
松

　
本
航
弥
・
森
あ
ん
な
・
眞
﨑
萌
々
子
・

　
藤
澤
昌
穂
・
濵
﨑
巧
吏
・
西
山
幸
志
・

　
塩
飽
艇　
　
　
（
敬
称
略
）

平
戸
市
美
術
展
覧
会
入
賞
者

【
市
長
賞
】

　
大
坂
屋　
シ
ズ
子（
画
の
部
・
大
久
保
町
）

　
尼
﨑　
利
幸（
書
の
部
・
岩
の
上
町
）

　
赤
波
江　
誠（
写
真
の
部
・
戸
石
川
町
）

　
杉
山　
安
信（
工
芸
の
部
・
獅
子
町
）

【
市
議
会
議
長
賞
】

　
川
村　
保（
画
の
部
・
紐
差
町
）

【
市
教
育
長
賞
】

　
古
川　
英
輝（
画
の
部
・
度
島
小
６
年
）

　
福
海　
徳
子（
書
の
部
・
生
月
小
６
年
）

【
市
教
育
会
長
賞
】

　
山
口
紗
瑛
フ
ェ
イ
ス（
画
の
部
・
大
島
小
５
年
）

【
平
戸
市
美
術
振
興
会
賞
】

　
山
本　
範
子（
画
の
部
・
田
平
町
）

　
小
山　
の
り
子（
書
の
部
・
前
津
吉
町
）

【
平
戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
】

　
唐
津
屋　
夢
奈（
画
の
部
・
田
助
小
４
年
）

　
森　
結
乃（
書
の
部
・
平
戸
中
３
年
）

【
平
戸
観
光
協
会
長
賞
】　

　
西
田　
朔
羅（
画
の
部
・
紐
差
小
１
年
）

【
平
戸
市
文
化
協
会
長
賞
】

　
吉
田　
京
子（
画
の
部
・
田
助
町
）

【
生
月
町
文
化
協
会
長
賞
】

　
﨑
本　
満
子（
書
の
部
・
生
月
町
）

【
田
平
町
文
化
協
会
長
賞
】

　
松
山　
清（
画
の
部
・
深
川
町
）

【
大
島
村
文
化
協
会
長
賞
】　

　
江
代　
マ
サ
子（
書
の
部
・
崎
方
町
）

秋
の
叙
勲
等

　「
平
成
29
年
秋
の
叙
勲
」お
よ
び「
第
29
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
美
術
展
覧
会
で
入
賞
し
た
表
彰
者
を
紹
介
し
ま
す
。

瑞宝単光章（危険業務従事者叙勲）
（消防功労）

下田　博久さん
(大野町）

元　平戸市消防司令
しもだ         ひろひさ

瑞宝単光章（秋の叙勲）
（消防功労）

久冨　甲一さん
(生月町）

元　生月町消防団副団長
ひさとみ        かついち

　昭和46年10月１日、生月町消防団に入団
以来、33年以上という永きにわたり、旺盛な
る責任感と積極的な行動力で、生月町消防団の
発展に大いに貢献されました。

【例】直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の中、または地
下に避難してください。ミサイルが落下する可能性があり
ます。直ちに避難してください。

　弾道ミサイル情報、緊急地震速報、津波警報など、対処に時間的余裕のない事態
に関する情報を国から送信し、市町村の防災行政無線により、国から住民まで緊急
情報を瞬時に伝達するシステムのことです。また、皆さんの安全を守るため、武力
攻撃やテロなどが迫りまたは発生した地域には、市町村から特別なサイレン音を使
用した防災行政無線により、皆さんに注意を呼びかけることとしています。

　弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能性もありま
す。ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、注意が必要な地域に幅広く国
からの緊急情報を瞬時に伝える「Jアラート」を活用して、防災行政無線で特別なサ
イレン音とともにメッセージを流すほか、緊急速報メールなどにより緊急情報をお
知らせします。

弾道ミサイル落下時の行動

Jアラート

Jアラート（全国瞬時警報システム）とは

もしメッセージが流れたら

落ち着いて直ちに行動してください。

窓から離れるか、
窓のない部屋へ移動する

物陰に身を伏せるか、
地面に伏せて頭部を守る

近くの建物の中や地下に避難する

ない場合
建物が

いる場合
屋内に

いる場合
屋外に

武力攻撃や自然災害
　　　　　から身を守るために

総務課危機管理班　☎内線2313問

Hirado City Public Relations,2017.12

　積極的に職務遂行にあたるとともに、消防署
員の指導育成、技術の向上と士気の高揚を図る
など、平戸市消防の発展に大きく貢献されまし
た。

換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密
閉する。

●屋内にいる場合

●屋外にいる場合 口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、
密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

近くに
ミサイルが
落下
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本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お

Hirado City Public Relations,2017.1217

　

私のまちの
宝探し

一緒に町を案内してくれた村田重光さ
んは「深月は海に生きる漁業の町とし
て、恵比寿様、金毘羅様などの信仰
心にも厚く、高台のお堂には、お薬
師様やお大師様、神変様などを大切
に祀っているが、雪駄様など地域の
伝承が失われつつあるので記録など
に残していきたい」と話してくれました。
　今回の取材で、市内の集落には、
その地域独自の歴史と文化があり、
伝統的な行事などとともに、住民が今
まで伝えてきたということを感じました。
そのような地域の伝統や文化を次世
代に繋いでいくことの難しさも改めて
実感しましたが、集落の誇りともいえ
るこれらの歴史や文化は、町の貴重
な宝ものです。

　深月集落は、田平町の最南端に深
く湾入した江迎湾に面する人口139
人（63世帯）の集落で、天然の良港
として古くから漁業の町として、また、
近代には石炭産業隆盛時に北松炭の
積み出し港として大いに栄えました。
　海に接する深月集落に伝わる歴史
は古く、弘法大使（空海）や平家落人
伝説にまつわる話が今も伝わっていま
す。「弘法大使が田の浦から渡唐する
前に深月にも立ち寄った。一宿の礼と
してこの地に蚊がいなくなった。」とい
う辻盛男さんは、1862年（文久2年
３月）の失火による全戸焼失から約
120年に渡り無火災を続け、日本消
防協会から無火災百年の表彰を受け
たことなども話してくれました。また、

村田　重光さん、辻　盛男さん
田平町

vol.9

このコーナーでは、地域
に眠る小さなお宝を紹介
します。

深月に伝わる「千年の歴史」（田平町深月地区）

高台にあるお堂から撮影した深月集
落

文化交流課文化遺産班　☎内線2278問

 むらた        しげみつ  つじ        もりお

　ホワイトソースを使わずに、豆
乳をベースに水溶き片栗粉でと
ろみをつけています。
　あさりの旨みと野菜の甘み
たっぷりのマイルドでヘルシーな
一品です。

岡﨑フミエ さん
田平支部　つばき会　

豆乳でヘルシーに！

【材料（４人分）】

『あさりとコーンの和風チャウダー』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今月のレシピ
保健センター健康づくり推進班　☎57-0977問

あさり（むき身）・・・・120g
豆乳（無調整）・・・・・400ml
片栗粉・・・・大さじ２分の１
水・・・・・・・・・・大さじ１
パセリ（みじん）・・・小さじ１
味噌・・・・・・・・・大さじ１

タマネギ・・・・・・・200g
ニンジン ・・・・・・・70ｇ
しめじ・・・・・・・１パック
サラダ油・・大さじ２分の１
ホールコーン（缶）・・100g
だし汁・・・・・・・・200ml
（昆布・かつおぶし） 

【作り方】

【栄養（１人分）】

タマネギは角切りに、ニンジンはいちょう切りにする。しめじは
石づきをとり、１cmの長さに切る。
鍋にサラダ油を熱し、①の野菜を炒める。水切りしたコーン、
あさり、だし汁を加えて、野菜に火が通るまで10分ほど煮る
②に豆乳を加えてふつふつしたら、味噌をとき、水溶き片栗粉
でとろみをつける。
器に盛り付けパセリをふる。

●カロリー132ｋcａｌ　●食塩相当量1.2g

３

４

２

１

おかざき

９
『アナログ』
著／ビート　たけし
出版社／新潮社

『現代そば料理 
新しい味・新しい技』
編／旭屋出版編集部
出版社／旭屋出版

『ながさきアンジェラスのかね』
文／中井　俊巳
絵／おむら　まりこ
出版社／ドン・ボスコ社

『藤田浩子の
　ハンカチでおはなし』
著／藤田　浩子
出版社／一声社

『ナルニア国物語１
　ライオンと魔女と洋服だんす』

『サンタちゃん』

作／C.S.ルイス
訳／河合　祥一郎
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

作／ひこ・田中
絵／こはら　かずの
出版社／講談社

今月の休館日　平戸図書館：28日（木）～1月3日（水）

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207
大島村公民館図書室 ☎55‐2985

平戸図書館 ☎22‐4017

永田記念図書館 ☎28‐0128

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

図書館ホームページ
http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

開催時間
各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

会　場 主なイベント

平戸図書館

毎週日曜　午後２時～
13日（水）　午前10時30分～
３日(日)　午後２時30分～
16日(土)  ①午前11時～②午後２時～

９日（土）・27日（水）　午後２時～

23日（土）　午後７時～

毎週土曜　午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）
赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）
かんたん工作教室　（おはなしのへや）
手作りプラネタリウム・冬  （おはなしのへや）
「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『脇役物語』（日本：97分）

ライブラリーコンサート（COLAS平戸ホール）
クリスマススペシャル（予定）

おはなし会　（ふれあいセンター児童室）永田記念図書館

　「お互いに会いたいという気持
ちがあれば、絶対に会えますよ」
全てがデジタル化する世界で悟と
みゆきが交わした、たったひとつ
の不器用な約束。素性も連絡先も
知らないまま、なぜか強烈に惹か
れあう二人の、「アナログ」な関係
が始まった。“誰かを大切にする”
とは何かを問いかける渾身の長編。

　手繰りや玄治の「旨塩和えそ
ば」、日本橋 本陣房「けんちん
つけ蕎麦」、など、そばをおい
しく味わうためにさまざまな新
しい食べ方を提案し、人気を集
めている「創作そば」の料理書
です。人気そば店、11店の創
作そば147品のレシピを大公開。

　ハンカチ(トリコットハー
フ)を折りながら、おはなし
したり、歌いながら振ったり、
丸めたり、フーッと吹いたり
･･･。親子で、保育園、幼稚園で、
おはなし会で、手軽に楽しめ
るハンカチ(布)あそびを、
イラストを使って紹介します。
楽譜も掲載。一緒にふわふわ
の布で遊ぼう!

　長崎の浦上天主堂にはアン
ジェラスの鐘という、美しい
音を響かせる鐘があります。
戦争で原子爆弾を落とされ、
街も浦上天主堂も壊されてし
まいましたが、その年のクリ
スマス前、がれきの下からア
ンジェラスの鐘が見つかり…。

　田舎の古い家にあずけられ
た４人兄妹は、空き部屋で大
きな洋服だんすをみつけます。
開けてみると、そこは黒い魔
女が支配する国ナルニア。こ
の国を救うため、４人は魔女
に戦いを挑み…。世界中で愛
されている名作の新訳。

　サンタクロースの前に突然
現れた女の子。「サンタにな
りたいの」。強引に弟子入り
したアルミちゃんのサンタ修
業は、はたしてうまくいくの
でしょうか。日本児童文学者
協会賞など数々の賞を受賞し
た作者が贈る、すてきなクリ
スマスプレゼントです。

永田記念図書館：５日（火）、12日（火）、19日（火）24日（日）
　　　　　　　  26日（火）、28日（木）～1月3日（水）

せった

じんぺん
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Interview 活 動 日／毎週金曜日
　　　　　午後７時～午後８時40分　　　　　
活動場所／下中津良生産森林組合集会施設
対 象 者／下中津良地区住民
代　　表／宮﨑　トシ子
連 絡 先／ 27－2082

下中津良
わくわくサロン

宮﨑　トシ子さん
（下中津良町）

代表

　初めて参加する人が気負わずいつでも参加
できるように、敷居の低い会にして参加を呼
びかけています。
　この会には、８７歳の最高齢の参加者がい
ます。毎週金曜日の夜の開催が毎回待ち遠し
く、お嫁さんに送迎をしてもらいながら、夜の
外出やおしゃべり、体操を楽しんでいます。
　リウマチなどの病気を持っている人、足の
しびれや痛みで思うように体が動かない人な
どの症状が改善したり、体の動きがよくなった
りして効果を少しずつ実感しています。今後も
地域の人と協力しながら下中津良地区を元気
にしていきたいと思っています。

みやざき

　「下中津良わくわくサロン」は平成29年２月に立ち上がり、活動をし
ています。
　立ち上げのきっかけは、下中津良地区で約12年間続いていた夏祭り
が地域の高齢化などで中止となったことでした。地域住民同士がつな
がる取り組みがなくなり、どうしようか悩んでいたところ「通いの場」
の話しが持ち上がり、ぜひやってみようと意見が一致したので、始め
ました。
　「平戸よかよか体操」をしたあとは、参加者それぞれがテレビや新聞
などで見た健康体操を披露し、みんなで楽しく体を動かしています。

　
平
戸
市
で
は
、高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で

健
康
体
操「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　   

　
　
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　
☎
内
線
2
5
8
6

「平戸よかよか体操」オリジナルＣＤおよびＤＶＤを無償貸し出し中です！

「下中津良わくわくサロン」

問

―
 

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
に ―

『
訪
問
買
取
に
は
細
心
の
注
意
を
！
』

　
必
要
が
な
い
場
合
は
、
は
っ
き

り「
要
り
ま
せ
ん
」と
断
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

万
が一契
約
し
た
場
合
は
・・・

　
特
定
商
取
引
法
が
改
正
施
行

さ
れ
、
訪
問
購
入
に
つ
い
て
も
、

法
定
書
面（
契
約
書
）を
受
け
取
っ

た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
、
無
条
件
で
契
約
を
解
除

（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
警
察
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
最
近
、
消
費
者
宅
に
電
話
が

あ
り「
要
ら
な
く
な
っ
た
貴
金
属

や
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
が
あ
れ

ば
買
い
取
り
ま
す
」な
ど
と
言
っ
て

消
費
者
宅
を
訪
問
し
貴
金
属
な

ど
を
安
く
買
い
取
る
と
い
っ
た
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
事
例
①（
70
代
・
女
性
）

　
知
ら
な
い
業
者
が
自
宅
を
訪
ね

て
き
て「
何
か
要
ら
な
い
物
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」と
言
わ
れ
、
要
ら

な
い
靴
が
３
足
あ
っ
た
の
で
見
せ

た
と
こ
ろ
３
０
０
円
渡
さ
れ
た
。

■
事
例
②（
50
代
・
女
性
）

　
実
家
の
母
の
自
宅
に
電
話
が
あ

り
、
要
ら
な
く
な
っ
た
洋
服
や
宝

飾
品
を
買
い
取
る
と
い
う
こ
と
で

自
宅
に
業
者
が
訪
問
す
る
と
言
わ

れ
母
が
了
承
し
て
し
ま
っ
た
。

　
事
例
の
よ
う
に
高
齢
者
を
中
心

に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市民課市民総合相談室　☎内線2530問

市民総合
相談室

「市民総合相談室」から身近な情報をお届け

文化交流課交流推進班　☎内線2269

vol.02
『
シ
ン
タ
ク
ラ
ー
ス
の

　
　
　
　
ス
ペ
キ
ュ
ラ
ー
ス
』

問

月
末
か
ら
12
月
５
日
ま
で
を
期
間

と
し
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
晩
靴
を

暖
炉
の
前
に
お
い
て
翌
日
に
は
靴

の
中
に
小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
お

や
つ
を
も
ら
い
ま
す
。
ス
ペ
キ
ュ

ラ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
さ
ら

に
祭
り
の
最
後
の
日
に
は
シ
ン
タ

ク
ラ
ー
ス
か
ら
メ
イ
ン
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
受
け
取
り
ま
す
。

　
シ
ン
タ
ク
ラ
ー
ス
祭
で
広
が
っ

た
ス
ペ
キ
ュ
ラ
ー
ス
の
お
か
げ
で

何
度
も
素
敵
な
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ス
ペ
キ
ュ
ラ
ー
ス
を

コ
ー
ヒ
ー
と
共
に
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
！

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
夕
方
に
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
む
時
は
お
や
つ
を
食
べ

ま
す
。
冬
だ
と
特
に
ス
ペ
キ
ュ
ラ
ー

ス
と
い
う
ク
ッ
キ
ー
が
人
気
で
す
。

　
昔
は
ミ
ラ
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
日

に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
で
は
一
年
中
食
べ
ら
れ
る
ク
ッ

キ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ミ

ラ
と
い
う
所
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
、
ま

た
は「
シ
ン
タ
ク
ラ
ー
ス
」は
ロ
ー

マ
帝
国
の
キ
リ
ス
ト
教
の
主
教
で

あ
り
、
伝
説
に
よ
る
と
毎
年
自
身

の
誕
生
日
で
あ
る
12
月
５
日
に
貧

し
い
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ミ
ラ
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
の
伝
説
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
に
広
が
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
世
時
代
に
確
立
さ
れ
た
オ
ラ
ン

ダ
の
シ
ン
タ
ク
ラ
ー
ス
祭
り
は
11

国際交流員
の日記

バッケル・シャレー
（オランダ王国出身）

国際交流員

オランダからの「コーヒータイム」－　From Holland with love　－

高
齢
者
の
通
い
の
場
訪
問

21ＶＯＬ．
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。
特定健診やがん検診などの日程は、各世帯に配布している「健康カレンダー」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

27-0222

53-1759

53-0835

53-0496

57-0789

28-0174

28-0156

27-0475

27-1084

27-0333

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

津吉保育園

よちよちクラブ

エンゼルルーム

めばえ広場

やよいプレイランド

ライオン広場

とーわっこ

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（南部：津吉保育園）

（生月：山田児童館）

（生月：山田幼稚園）

（生月：めばえ保育園）

（田平：やよい幼稚園）

（中部：獅子保育所）

（中部：東和愛児園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：潮香保育園）

（北部：みのり保育園）

連絡先施設名

パ

パ Sun・Mamaひろば（パパ・ママ教室）

住　所

23-2151

22-2344

57-0045

23-2151

57-2155

57-0045

23-2151

57-2155

連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問12月の休日当番医

平戸市鏡川町278番地

平戸市浦の町737番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市田平町山内免400番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免612番地4

柿添病院

北川病院

谷川病院

柿添病院

青洲会病院

谷川病院

柿添病院

青洲会病院

12月３日（日）

12月10日（日）

12月17日（日）

12月23日（祝・土）

12月24日（日）

12月29日（金）

12月30日（土）

12月31日（日）

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

今月の
特ダネ

第５回　感性きらり☆平戸市「食育」コンテスト入賞者発表
保健センター健康づくり推進班　☎57-0977問

12月の健康テレフォンプログラム

月　曜

火　曜

水　曜

木　曜

金　曜

土曜・日曜

内　容曜　日

狭心症を知ろう

腸閉塞

小児の救急シリーズ①発熱

しもやけについて

親知らずは抜いた方が良いのでしょうか？

前立腺肥大症～注意が必要な症状とは？～

※フリーダイヤル  ☎0120-555-203 ( 携帯不可 )
※携帯電話　　     ☎095-826-5511
●祝日は前日のテープが流れます。
●午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容のテープ   
　が３分間流れます。
　　  お問い合わせ先　長崎県保険医協会　☎095-825-3829

12月の認知症の人と家族のつどい

 13：30～ 15：3012月７日（木） 平戸市未来創造館
ＣＯＬＡＳ平戸

日にち 時　間 ところ

福祉課地域包括支援センター　内線☎2586問

保健センター　☎57-0977問

ところ 種類および受付時間日にち

12月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸市福祉保健センター（田平町）

生月支所

ふれあいセンター

ＣＯＬＡＳ平戸（未来創造館）

ふれ愛センター度島

平戸市福祉保健センター（田平町）

大島村公民館

12月１日（金）

12月５日（火）

12月６日（水）

12月12日（火）

12月14日（木）

12月19日（火）

12月21日（木）

乳

乳

母妊

母

12：30～12：45

　　９：30～10：00　　　13：00～13：30

19：00～21：00

12：45～13：15

　　12：00～12：15　　  13：00～13：15

12：30～12：45

　　９：30～10：00

妊

乳 乳児健診母子健康相談母妊 妊婦健康相談 ３３歳児健診 １１歳６ヶ月児健診

３

高校生の部「アイデア料理」631作品の中から選
ばれた入賞作品および入賞者を紹介します。
　入賞作品は平戸市ホームページにも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。

　市内の小・中・高校生を対象に、食育を推進
するために実施している感性きらり☆平戸市「食
育」コンテストも第５回を迎え、今年度もたくさん
の応募がありました。
　小学生の部「絵てがみ」141作品、中学生・

３

乳

３１

学校名
平戸小学校２年
平戸小学校１年
平戸小学校６年
田平北小学校５年
平戸小学校２年

  出品者名
黒瀬　結音
石田　青大
中村　朱里
濱﨑　ひかる
浦邉　龍心

　結果
最優秀賞
優秀賞
優良賞
入　賞
入　賞

中学生・高校生の部【アイディア料理】

受賞者小学生の部【絵てがみ】

学校名
生月中学校２年
平戸高校２年
田平中学校２年
田平中学校３年
田平中学校３年
平戸高校３年

出品者名
廣瀬　航太
藤田　春香
重富　玉葉
黒木　爽吾
千代延　紗花
柳本　祐紀

題名
焼き鯵のさっぱりちらし寿司
元気百倍！肉巻きマッシュポテト
すりみとしいたけのシュウマイ
ベーコンとチーズのたまねぎ餅

焼きオニオンスープ
平戸レボリューション

　結果
最優秀賞
優秀賞
優良賞
入　賞
入　賞
入　賞

平戸市未来創造館
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　
15
歳
以
上
17
歳

　
未
満

○
試
験
日　
平
成
30
年
１
月
20
日

　
（
土
）

○
試
験
会
場　
佐
世
保
合
同
庁

　
舎
２
Ｆ

○
受
付
期
限　
平
成
30
年
１
月

　
９
日（
火
）

自
衛
官
候
補
生

○
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳

　
未
満
の
男
子

　

※

随
時
募
集
中

◎
問　
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

　
本
部
佐
世
保
出
張
所

　
（
☎
０
９
５
６-

23-

１
２
３
１
）

■中部出張所　☎28-1111　■南部出張所　☎27-0004　■舘浦出張所　☎53-1501　■度島連絡所　☎25-2834
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

Hirado  Informa�onHirado  Informa�on

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

募
　
　
集

西海国立公園平戸・九十九島地区パークボランティアを募集します
環境省佐世保自然保護官事務所　☎0956-42-1222問

とで、自然の好きな仲間や地域のファンになってくれる
リピーターを増やし、自然保護と地域振興の両方を進展
させるための力となってもらうことです。
　新規登録には研修会への参加が必要となります。

募集期間　12月１日（金）～平成30年１月31日（水）
活動内容　西海国立公園平戸・九十九島地区の自然解
　　　　　説、美化清掃、希少動植物の保護活動など
登録要件　登録前に行われる研修会を受講できること。
　　　　　（※新規登録者のみ）
登録期間　平成30年４月１日（日）～平成32年３月31日（火）
　　　　　（２年間）
申込み先　環境省佐世保自然保護官事務所

　環境省では、西海国立公園平戸・九十九島地区で自
然保護活動などを行うパークボランティアを募集します。
 　パークボランティアの目的は、皆で力を合わせ地域
自慢の自然を守り、その素晴らしさを体験してもらうこ

　　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
と
は
、
出
演

者（
バ
ト
ラ
ー
）が
、
各
自
お
す
す

め
本
を
語
り
合
い
、
観
戦
者
が
最

も
読
み
た
い
と
思
う
本
に
投
票
し

て「
チ
ャ
ン
プ
本
」を
決
定
す
る
も

の
で
す
。
全
国
各
地
の
読
書
イ
ベ

ン
ト
で
行
わ
れ
て
お
り
、
平
戸
図

書
館
で
の
開
催
は
、
今
回
で
３
回

目
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
気

に
入
り
の一冊
を
、
自
分
の
言
葉
で

紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
現
在
、
出
演
者（
バ
ト
ラ
ー
）と
、

観
戦
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
知

的
書
評
合
戦
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
12
月
23
日（
祝
・
土
）

　

午
後
２
時
〜　

○
と
こ
ろ　
平
戸
図
書
館

○
募
集
人
数

　
▼
出
演
者　
５
人【
平
戸
市
在

　
　
住
者（
小
学
生
以
上
）】

　
▼
観
戦
者　

30
人（
ど
な
た
で

　
　
も
ご
参
加
で
き
ま
す
）

○
募
集
期
間　

12
月
１
日（
金
）

　
〜
22
日（
金
）※

先
着
順

◎
問　
平
戸
図
書
館

　
（
☎
22-

４
０
１
７
）

　
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支

援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児
用
品
の

貸
し
出
し
を
行
って
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　
①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長

　
　
１
年

　
②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　
20
台
・
１
〜
３
カ
月

　
③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ

　
　
月

　
④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・

　
　
最
長
１
年

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　
と
し
ま
す
。

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返
却

　
は
、
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
ま

　
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
、

　
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
乳
幼
児〔
平
成
30
年
３
月
31

　
日（
土
）ま
で
に
出
産
予
定
を
含

　
む
〕の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り

　
先
の
祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、

　
保
育
料
な
ど
の
滞
納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　
印
か
ん
と
母
子
健

　
康
手
帳
を
持
参
の
上
、
市
民

　
課
総
合
窓
口
ま
た
は
各
支
所
地

　
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備

　
え
付
け
の
申
請
用
紙
で
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

12
月
１
日（
金
）

　
〜
14
日（
木
）

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
よ
り

　
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

※

ベ
ビ
ー
ベッ
ド
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

　
ー
ト
の
購
入
費
の一部
は
、「
ふ

　
る
さ
と
納
税
寄
附
金
」を
活
用

　
し
て
い
ま
す
。

◎
問　
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
５
７
４
）

未
就
学
児
を
も
つ
保
育
士
に
対

す
る
、
保
育
料
の一部
貸
付
事
業

○
対
象
者　
未
就
学
児
を
も
つ
保

　
育
士
で
あ
って
、
左
記
の
い
ず
れ

　
か
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人

　
①
長
崎
県
内
の「
保
育
所
な
ど
」

　
　
に
新
た
に
勤
務
を
す
る
。

　
②
現
在
雇
用
さ
れ
て
い
る「
保

　
　
育
所
な
ど
」に
お
い
て
、
産

　
　
後
休
暇
ま
た
は
育
児
休
暇
か

　
　
ら
復
帰
を
す
る
。

○
貸
付
条
件

　
▼
貸
付
期
間　
勤
務
開
始
日
よ

　
　
り
１
年
間
を
限
度

　
▼
貸
付
額　
月
額
保
育
料
の
半

　
　
額（
２
万
７
千
円
を
上
限
）

　
▼
貸
付
利
子　
無
利
子

　
▼
連
帯
保
証
人　
１
人

保
育
の
仕
事
に
再
就
職
す
る
際

に
必
要
な
資
金
貸
付
事
業

○
対
象
者

　
①
保
育
士
登
録
後
１
年
以
上

　
　
経
過
し
て
い
る
。

　
②
保
育
士
の
仕
事
を
離
職
後
１

　
　
年
以
上
経
過
、
ま
た
は
保
育
士

　
　

と
し
て
の
勤
務
経
験
が
な
い
。

　
③
長
崎
県
内
の「
保
育
所
な
ど
」

　
　
に
新
た
に
勤
務
を
す
る
。

○
貸
付
条
件

　
▼
貸
付
額　
就
職
の
際
に
必
要

　
　
な
金
額
20
万
円
以
内

　
▼
貸
付
利
子　
無
利
子

　
▼
連
帯
保
証
人　
１
人

※

返
還
免
除　
長
崎
県
内
の「
保

　
育
所
な
ど
」に
２
年
間
勤
務
す

　
れ
ば
返
還
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　
（
事
業
共
通
事
項
）

◎
問　
長
崎
県
社
会
福
祉
協
議

　
会（
保
育
就
職
貸
付
担
当
）

　
（
☎
０
９
５-

８
９
４-

４
０
２
７
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
出
演
者

を
募
集
し
ま
す

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出

事
業
第
４
期
募
集
に
つ
い
て

保
育
士
復
帰
を
応
援
し
ま
す

お
知
ら
せ
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　と   き　平成30年１月３日（水）　午後１時～
　ところ　平戸文化センター大ホール
　対   象　平成９年４月２日から平成10年４月１日までに
　　　　　生まれた人（現在、平戸市に在住でない人も
　　　　　参加可能）

平成30年平戸市成人式を開催します

成人の門出を祝し、下記のとおり成人式を開催します。

問 生涯学習課生涯学習推進班　☎内線2623

問 税務課固定資産税班　☎内線2552

固定資産税に関するお知らせ

土地・家屋に異動があったときはお知らせください

　工場や商店などの経営者で、平成30年１月１日（月）現在、
償却資産をお持ちの場合は、平成30年１月31日（水）までに申
告が必要です。申告書は12月中旬に送付する予定です。

広報ひらど 平成29年12月号 24Hirado City Public Relations,2017.1225

お
知
ら
せ

　　
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
増
加
し
、
市
民
の
生

活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
空
家
対
策
が
必
要

と
な
って
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
総
合
的
な
取
り
組
み

を
行
う
た
め
に
、
実
施
に
向
け
た

基
本
方
針
や
施
策
に
関
す
る
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご

提
案
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト（
意
見
募
集
）を
実
施
し
ま
す
。

○
名
称　
平
戸
市
空
家
等
対
策

　
計
画

○
趣
旨　
空
家
対
策
を
進
め
る
た

　
め
の
施
策
を
ま
と
め
た
計
画
を

　
現
在
策
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

　
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計
画

　
と
す
る
た
め
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

12
月
１
日（
金
）

　
〜
28
日（
木
）

○
入
手
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
市
都
市

　
計
画
課
、
情
報
公
開
室
、
各
支

　
所
・
各
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
提
出
方
法

　
①
都
市
計
画
課
・
各
支
所
・
各

　
　
出
張
所
の
窓
口
へ
直
接
提
出

　
②
郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
Ｅ

　
　
メ
ー
ル

     toshikei@
city.hirado.lg.jp

　
③
Ｆ
Ａ
Ｘ　
22‐

４
１
２
７

◎
問　
都
市
計
画
課
建
築
営
繕
班

　
（
☎
内
線
２
２
９
５
）

　

平
戸
市
で
は
、
景
観
法
に
基
づ

き
、
本
市
の
豊
富
な
景
観
を
守
り
、

育
み
、
活
か
し
、
平
戸
市
ら
し
い

良
好
な
景
観
形
成
を
推
進
す
る
た

め「
平
戸
市
景
観
計
画
」を
策
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
景
観

法
に
基
づ
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
事
項
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
周
囲
の
景
観

に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
行
為
に
つ
い

て
は
、
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
良

好
な
景
観
の
形
成
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
景
観
区
域
内
に
お

い
て
、
本
市
条
例
で
定
め
ら
れ
た

行
為
を
行
う
と
き
は
、
平
戸
市
長

へ
届
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
基
準
以
上
の
建
築
物
の

建
築
、
工
作
物
の
建
設
な
ど
を
行

う
場
合
に
は
、
事
前
に
届
け
出
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問　
都
市
計
画
課
ふ
る
さ
と

　
景
観
班

　
（
☎
内
線
２
２
８
２
）

　　
年
末
年
始
は
火
気
を
使
用
す
る

機
会
が
多
く
な
り
、
加
え
て
慌
た

だ
し
さ
も
重
な
り
注
意
力
が
散
漫

と
な
って
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
火

災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
注
意

す
べ
き
点
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
・・・

　
①
外
出
時
は
必
ず
火
の
元
を
確

　
　
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物

　
　
の
近
く
で
使
用
せ
ず
、
電
気

　
　
機
器
は
正
し
く
使
用
し
ま
し

　
　
ょ
う
。

　
③
家
の
周
り
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

　
　
古
紙
な
ど
燃
え
や
す
い
物
を

　
　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
で
は
・・・

　
①
従
業
員一人一人
が
火
の
取
り

　
　
扱
い
に
注
意
を
し
、
い
ざ
と

　
　
い
う
時
消
火
・
避
難
誘
導
が

　
　
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
再
確

　
　
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
②
年
末
・
年
始
が
休
日
に
な
る

　
　
前
に
は
、
火
の
元
の
点
検
、

　
　
古
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物

　
　
の
除
去
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問　
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
内
線
２
１
２
４
）

　
高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
脳
の

疾
患
な
ど
に
よ
り
、
記
憶
や
認
知

機
能
に
障
が
い
が
起
き
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
へ
の

適
応
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
か
ら
、
家
族
の
戸
惑
い
や
不
安

は
大
き
い
も
の
で
す
。　

　
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が
語
り

合
う
場
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　
き　

12
月
26
日（
火
）午

　
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　
長
崎
県
県
北
保
健
所

○
内　
容　

　
▼
講
話　
就
労
に
つ
い
て

　
▼
講
師　
長
崎
県
北
地
域
障
害

　
　

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

施
し
て
い
ま
す
。

　
平
日
に
都
合
が
つ
か
ず
相
談
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

こ
の
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
完
全
予
約
制
と
な
っ
て

お
り
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
な
ど
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

○
と　
き　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　
佐
世
保
年
金
事
務
所

◎
問　
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

　
　
タ
ー　
森
翔
太
郎
氏

○
参
加
料　
無
料

○
対
象
者　
平
戸
市
・
松
浦
市
・

　
佐
々
町
に
お
住
ま
い
の
人

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前

　
に
保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問　
県
北
保
健
所
保
健
福
祉
班

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）

　
佐
世
保
年
金
事
務
所
で
は
、
月

に
１
回
、
年
金
の
週
末
相
談
を
実

○
と
　
き　

12
月
10
日（
日
）午

　
後
12
時
30
分
〜
午
後
４
時
50
分

○
と
こ
ろ　
生
月
町
中
央
公
民
館

○
入
場
料　
無
料

○
内　
容　

　
▼
講
演　
「
台
網
か
ら
大
敷
網

　
　
へ
」氷
見
市
立
博
物
館
前
館

　
　
長　
小
境
卓
治
氏　

　
▼
報
告
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

◎
問　
生
月
町
博
物
館「
島
の
館
」

　
（
☎
53-

３
０
０
０
）             

　
平
戸
市
内
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
定
置
網
に
つ
い
て
、
国
内

で
歴
史
・
民
俗
的
側
面
か
ら
研
究

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
招
き
、
各

地
の
定
置
網
漁
の
紹
介
と
と
も
に
、

起
源
と
伝
播
を
探
る
討
論
を
行
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
定
置
網
の

歴
史
と
文
化
を
探
る
」

年
金
事
務
所
の
週
末
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

火
の
元
に
は
ご
注
意
を
！

景
観
計
画
区
域
内
行
為
届

出
に
つ
い
て

平
戸
市
空
家
等
対
策
計
画

（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す

『
高
次
脳
機
能
障
害
者
家

族
の
集
い
』を
開
催
し
ま
す

○償却資産とは　会社や個人で工場、商店、農業、漁業、
サービス業などを営む人や、駐車場やアパートなどを貸している
人が、その事業のために用いる構築物、機械、器具などをい
います。

　固定資産税は、毎年１月１日現在の土地や家屋、償却資産
の所有者に課税されます。土地の評価上の地目は、登記簿上
の地目に関わりなく、利用状況（現況）によります。土地または
家屋を所有している人で、土地の利用状況の変更をした場合、
または、家屋の新築や増改築、用途変更、取壊しをした場合は、
納税通知書送付時に同封しているハガキに必要事項を記入して
返送するか、電話などで税務課窓口にお知らせください。



燃えるごみ 資源ごみ等

◎年末・年始ごみ収集カレンダー

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く）

12月17日
12月18日
12月19日
12月20日
12月21日
12月22日
12月23日
12月24日
12月25日
12月26日
12月27日
12月28日
12月29日
12月30日

1月4日
1月5日
1月6日

日
月
火
水
木
金
祝・土
日
月
火
水
木
金
土

木
金
土

月日

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　約　締　切　日　な　ど収集の種類

曜日
平戸地区 生月地区 田平地区

燃えるごみ 不燃ごみ燃えるごみ 資源ごみ等 燃えるごみ 資源ごみ等

大 島 地 区北松北部
クリーンセンター
（個人持込）

大島村
クリーンセンター
（個人持込）

休　　　み

平常収集

平常収集

受入可

休　　み

午前中のみ受入可

受入可
8：30～16：30

受入可
8：30～16：30

受入可
8：30～16：30

浄　化　槽　汚　泥　

浄　化　槽　汚　泥

浄　化　槽　汚　泥

し尿汲み取り　

し   尿   汲   み  取   り

し尿汲み取り

し尿汲み取り
浄化槽汚泥

粗　大　ご　み

（有）平戸清掃
中部清掃（有）　
（株）谷山清掃
赤木衛生設備
（有）平戸衛生サービス
下道清掃
八木原清掃
藤島清掃
赤木衛生設備
（有）鶴丸設備
（有）松尾設備
（有）生月衛生社
生月清掃合同会社

（有）新北松衛生社

（有）吉田環境衛生設備工業

大島村クリーンセンター

（有）鶴丸設備

☎23-2210
☎28-2114
☎27-0030
☎25-2310
☎22-2497
☎22-2573
☎28-1048
☎27-0055
☎25-2310
☎23-3629
☎22-3351
☎53-2282
☎53-0214

☎0956-65-2766

☎0956-76-2351

☎55-2007

☎23-3629

年内は12/4（月）までに要予約
12/29（金）～1/3（水）まで休み
1/4（木）から受付

年内12/8（金）までに要予約
12/29（金）～1/3（水）まで休み
1/4（木）から受付

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

9：00～12：00
13：00～16：00

休　　　み 休　　み休　　　み休　　　み休　　　み

12/31（日）～１/３（水）までの間は、収集業務および施設の受け入れは、休みます。

平 常 収 集

平 常 収 集

平 常 収 集平 常 収 集

平 常 収 集 平 常 収 集

平 常 収 集平 常 収 集平 常 収 集

休　み

全区域収集

※もえるごみのみ
全区域収集

平常収集

平常収集休　み

平常収集

平常収集

9：00～12：00
13：00～16：00

受入可

的 山 ・ 大 根 坂
神浦・前平・西宇戸

北 部 地 域
中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域

北 部 地 域

中 部 地 域
南 部 地 域
度 島 地 域
 

生 月 地 域
山 田 地 域

9：00～12：00
13：00～15：00

受入可

※25日～ 28日は
　16：00まで可

12/30（土）～1/4（木）まで休み
12/30（土）～1/3（水）まで休み
12/7（木）までに要予約
12/29（金）～1/3（水）まで休み
12/27（水）までに電話連絡
12/30（土）～1/4（木）まで休み
12/29（金）午後から1/4（木）まで休み
12/２（土）～12/11（月）予約
12/12（火）～12/20（水）予約
12/30（土）～1/４（木）まで休み

※北松北部クリーンセンターの12月の休日ごみ受入は、29日（金）、30日（土）となっています。
　ただし、29日（金）、30日（土）は午後３時まで。１月４日（木）以降平常受入。

平常収集

休　み休　み休　み休　み休　み

休　み全区域収集

休　み全区域収集休　み全区域収集

Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

延長窓口

■12月の延長窓口実施日
　５日（火）、７日（木）、12日（火）、14日（木）、19日
（火）、21日（木）、26日（火）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課
■受付内容　　転入・転出・転居届
■交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し   ◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市税の納期限【12月25日（月）】
■固定資産税　　　　　　　第３期
■国民健康保険税　　　　　第７期
■介護保険料　　　　　　　第７期
■後期高齢者医療保険料　　第６期

○12月20日（水）13：00～ 14：30
　市役所本庁３階C会議室

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

○12月13日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内
○12月27日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会

市民課内市民総合相談室　☎内線2530問

○12月６日（水）13：00～ 15：00
　南部地区（多目的研修センター）
○12月13日（水）13：00～ 15：00　
　生月地区（舘浦出張所）
○12月20日（水）13：00～ 16：00　　
　田平地区（田平支所1階会議室3）

■消費生活巡回相談

○12月８日（金）10：00～ 16：00
　平戸文化センター会議室C
○12月22日（金）10：00～ 16：00
　平戸文化センター会議室C

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

■年金相談（完全予約制）
○12月５日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○12月19日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

市民課国保年金班　☎内線2592　問

市民課戸籍住民班　☎内線2523問

税務課総務徴収班　☎内線2546問

※口座振替日　12月25日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、原則として
　翌月12日に再振替します。

本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人の
ために、時間外に証明書などを発行するサービスを実
施しています。サービスを利用される場合は、必ず当
日の午後5時までにご連絡ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

○12月５日（火）９：30～ 17：00
　田平町民センター音楽室

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎内線2214問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）
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お
知
ら
せ

　　
年
末
・
年
始
の
収
集
は
、
各
地

区
で
収
集
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
12
月
31
日（
日
）か
ら
平
成
30
年

　
１
月
３
日（
水
）ま
で
は
、
各
地

　
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み

　
を
出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
粗
大
ご
み
の
回
収
や
し
尿
の
汲

　
取
り
は
、
決
め
ら
れ
た
期
日
ま

　
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○「
警
告
シ
ー
ル
」が
貼
ら
れ
回
収

　
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
袋
は
、
各

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
の
責
任

　
で
、
12
月
11
日（
月
）ま
で
に
分

　
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

お
願
い　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ

　
ー
缶
は
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
必
ず
使
い
切
っ
た

　
上
で
、
屋
外
の
火
気
の
無
い
安

　
全
な
場
所
で
穴
を
空
け
て
袋
に

　
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
電
池
を
使

　
用
す
る
機
器
な
ど
は
、
必
ず
電

　
池
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　
市
民
課
生
活
環
境
班

　
（
☎
内
線
２
５
２
６
）

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿

収
集
」に
つ
い
て
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笑顔と優しさの溢れるまちに10

　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」が開
催されました。会場では、障がい者スポーツ体験や、
もちつき、バザーや作品展示、相談コーナー、キッ
ズ広場など多彩な催しが行われ、子どもからお年寄
りまで約4,300人の来場者で大いににぎわいました。
　午後からは、知的障害者の作業所として福岡市で
音楽活動をしているJOY倶楽部ミュージックアン
サンブルによるコンサートが行われ、訪れた聴衆は、
音楽が大好きなJOY倶楽部のメンバーの素晴らし
い演奏に聴き入り、心温まる時間を過ごしました。

　平戸城下旧町地区一帯で、今年で８回目となる
「平戸くんち城下秋まつり」が開催されました。市内
の飲食店など約50店舗による平戸産の食材を使用
した自慢の逸品料理を出店したり、地元の事業者、
姉妹都市や交流都市の物産品を販売しました。
　また、ステージイベントでは地元の園児によるダ
ンスや太鼓の披露のほか、獅子舞や平戸神楽、田助
ハイヤ節などの伝統芸能の披露なども行われ、２日
間で約22,000人の来場者で、平戸の商店街は大い
ににぎわいました。

平戸の商店街でうまい料理を食べ歩き流暢な英語で思いを伝える 10
28 29・

11

　中・高校生の皆さんが、税について学校や自身の
経験などを通して学んだことを作文にした、平成
29年度「税に関する作文」の表彰式が市役所で開催
されました。
　国税庁が募集した「高校生の税に関する作文」（平
戸市内414点）と、国税庁と全国納税貯蓄組合連合
会が共同で募集した「中学生の税についての作文」
（平戸市内342点）の２部門で、高校生4人、中学生
3人が表彰を受けました。受賞者の皆さんは、税に
対する意識がさらに高まった様子でした。

税のことを勉強しました15
11

11

　秋季全国火災予防運動に合わせ「ひらど地区防災
啓発パレード」が開催されました。
　この日は、地元の消防団や消防署、また、保育所
や幼稚園の園児ら約200人が最教寺から平戸港交流
広場までをパレードしました。パレードでは、消防
本部の音楽隊が演奏し、それにあわせ、園児らが拍
子木を打ち鳴らし「火の用心」と呼びかけるなど、火
災予防をPRしました。
　これからの季節は、乾燥し火災が起きやすい季節
になるので、皆さん防災への意識を新たにしました。

火災が起こらないように11
９

29

　生月町開発総合センターで「第５回平戸市中学生
英語暗唱大会」が開催されました。
　この大会は、本市の中学生の英語力向上を図り、
国際化の中で平戸の将来を担う子どもの育成を目指
すことを目的とするもので、市内中学校から17人
が参加しました。最優秀賞受賞者は2月に大村市で
開催される「県中学生英語暗唱大会」に出場します。
　受賞者は次の通りです。【最優秀賞】中野中２年石
田愛佳さん【優秀賞】田平中２年加藤七海さん、平戸
中３年木田ヒカルさん

　度島地区における消防力の強化を目的に、平戸市
度島町県営度島漁港で「平成29年度度島地区総合消
防訓練」が開催されました。
　訓練には、地区消防団や自主防災組織、婦人防火
クラブ、園児から中学生までの約250人が参加し、
実際に放水したり、バケツリレーで火を消したりし
ました。また、皆さん真剣な面持ちで訓練を行って
いました。
　参加者は「この体験を通じて、火災、地震などの
怖さを改めて知ることができました」と話しました。

有事に備える７
11

　生月船員福祉会館で「第２回生月んおごっつぉ祭
りin舘浦」が開催されました。
　この祭りは、生月地区を盛り上げようと昨年から
開催されています。この日は、生月の食材を使った
「およばれ料理」が振舞われ、皆さん地元の昔ながら
の料理に舌鼓を打っていました。
　また、生月町出身のギターリスト真辺雄一郎さん
と、妻で歌手の今泉由香さんによるライブコンサー
トも行われ、参加された皆さんは、素敵な音色に酔
いしれていました。

18
11

およばれ料理を堪能
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投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

１月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「１月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

１月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

12月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！
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100歳を祝いました
　11月5日、大川原町の森ツイ
子さんが100歳のお誕生日を迎
えられました。
　お祝い式では、ご家族や病院、
施設の皆さんに囲まれて祝福さ
れました。

50周年を記念して建立
　10月17日、生月中学校にお
いて、旧生月中学校、旧山田中
学校の統合50周年を記念した、
記念碑が建立されました。
　10月29日には、記念式典も
開催されました。

柴山　橙花 ちゃん
Ｈ28.12.５　１歳（野子町）

銀吉屋　結 ちゃんＨ28.12.18　１歳（岩の上町）

 ぎんよしや       　　ゆい しばやま 　　      とうか

広報ひらど 平成29年12月号 30

くすのき

楠　すず ちゃんＨ28.12.10　１歳（津吉町）

古川　叶泰 くん
Ｈ27.12.10　２歳（度島町）

ながせ　　　　あいぜん

永瀬　藍染 くん
Ｈ27.12.25　２歳（鏡川町

）

 ふるかわ           きょうや

久保田りいか ちゃん
Ｈ28.12.23　１歳（大島村）

くぼた

くりはら　　　あお
い

栗原　葵 ちゃん大坪　愛茉 ちゃん
Ｈ27.12.27　２歳（浦の町）

前田　遥羽 くん大川　勝聖 くん
Ｈ28.12.５　１歳（岩の上町）

おおつぼ              えまおおかわ           しょうせい
まえだ 　　　　　とわ

Ｈ26.12.８　３歳（田平町） Ｈ27.12.10　２歳（
生月町）
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